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（Huizinga et al., 2003）。しかし多くの国では、少年を公的な措置に付すかダイバートする
かの決定に直面しており、これらの選択の効果に関するエビデンスは有益であろう。the 















































































などの準実験的手続きを用いた研究は除外された（たとえば、Beal and Duckro, 1977; 
























従来の実験では「juvenile system processing（少年のシステムによる措置）」（Dunford et 
al., 1982）「traditional handling by the juvenile court（少年裁判所による伝統的な取扱
い）」（Baron and Feeney, 1976）「traditional processing（伝統的な措置）」（Severy and 
























（5）言語を問わず 2008年 7月までに出版されていたか入手可能であったこと。 













 われわれのレビューは、刑事司法における多数のランダム化実験を特定した Weisburd, 
Sherman and Petrosino（1990）と Petrosino（Petrosino, 1995a, 1995b, 1997, 1998）に
よる先行研究を基にして行われた。たとえば、Petrosino（1997）は書誌データベース（たと












Boston Public Library、WestEd、Bridgewater State Collegeなどの機関で利用可能な
オンラインリソースとデータベースを利用した。検索されたデータベースは付録 8.1のとおり
である。略述すれば、われわれは 44 のデータベースと 2 つのインターネット検索エンジン






えば、the University of Maryland Report to the Congress on Crime 
Prevention（Sherman et al., 1997）、the Cochrane Collaboration’s Schizophrenia 
Group による暴力行為に関する実験のレビュー（Cure et al., 2005）、the Center for 
Evaluation Research and Methodology at Vanderbiltで Mark Lipseyが継続中の少年
































ば、diversion, adjudication, processing, system, court）。 
 
 当初提案していた第 2 の手順は、刑事司法以外の書誌を収録するデータベース（たとえ
ば ERIC や Medline）のためのものであった。これらのデータベースでは、上述の手順に
































 全部で 40 件の研究のフルテキスト文書が検討された。この選別を経て、14 件の実験が








































































































































 フォローアップ期間が 1 つだけ（すなわち効果量が 1 つしかない）で、再犯発生率の測
定値が 1 つしか報告されていない場合には、3 つのメタ分析（初回フォローアップの効果、
最長フォローアップの効果およびフォローアップで最も強い効果）すべてでそれを使用した。
                                               






































































































 レビューに採用された研究は、1973 年から 2008 年の間に発表されたものであった。お













その大きな理由はMichigan State Universityの研究者による報告が多いためである。 
 
 大部分（79％）の研究は 2～3 群を有していた。このレビューにおける介入または処遇は、
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表 1 採用された研究の特徴 
 


































































































少年の平均年齢は何歳か？ 14.73 (不明が 7件)   
平均で白人の割合はどのくらいか？ 61.0% (不明が 10件)   


















































人は 40％、ヒスパニック系は 20％であることに注意してほしい（Office of Juvenile Justice and 
Delinquency Prevention, 2009） 
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図 1 再犯発生率に対する措置の効果：初回フォローアップの効果 
 
 







 図 1 に示されているように、措置には再犯発生率に対する統計的に有意な犯罪統制
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 図 2は、研究で報告された最長フォローアップの効果に関して、27件の研究の効果量
を（フォレストプロットによって）示している。27 件の研究の中で最長フォローアップの平
均は 12～13 ヶ月であり、初回フォローアップの平均（10～11 ヶ月）とさほど大きな違い
はない。これは、大部分の研究がただ 1 つのフォローアップ、またはさほど間隔の離れて
いない 2 つのフォローアップ（たとえば 6 ヶ月と 12 ヶ月）のどちらかしか報告していない
ためである。27件の研究における最長フォローアップのレンジは、4～36ヶ月であった。 
 
図 2 再犯発生率に対する措置の効果：最長フォローアップの効果 
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られた場合）、少年のシステムによる措置がもたらすプラス方向の最も強い効果量を計算
した。図 3 に示すように、全体の効果量は、図 1§で初回の処遇後効果について報告さ
れた値と非常に類似しており、方向はマイナスのままであった（d= -.095, CI -.224 
to .034, p= .149）。ここでも異質性の検定は、効果量にばらつきがあることを示している
（Q=94.933, p= .000）。 
§訳注：原文では Figure 2だが誤記と思われる。 
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 残念ながら、総犯罪数の測定値の効果量を計算するために使用できるデータは、7 件










-.23, CI = -.405 to -.059, p=. 008）。異質性に関する Q検定の結果は、5%水準で統計
的に有意ではない（Q=12.219, p= .057）。 
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重要性データを報告した 9 件の実験の初回フォローアップの効果を示している。これら
のデータも、警察への接触や逮捕などの公式統計の犯罪の測定値から生成されたもの
である。これら 9 件の研究におけるフォローアップの平均は 24 ヶ月であった。この平均
値は、1 件の研究が 108 ヶ月のフォローアップにおける重大性の測定値を報告している
ため、高い方に偏った数値になっている。 
§訳注：原文では Figure 6だが誤記と思われる。 
 
 図 5 が示しているように、措置は重大性に対して統計的に有意な犯罪統制効果を持た
ない。実際、全体的な効果量の方向はここでもマイナスである（d= -.139, 95% CI -.325 
to .047, p= .148）。研究間に異質性ないしばらつきが存在する（Q=18.852, p= .006）。 
 













うに、データの方向はマイナスである（d= -.154, CI= -.40 to .095, p= .225）。これらの 5
つの効果量においても、有意なばらつきまたは異質性が存在する（Q=10.71, p= .038）。 
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に割り付けられた（McCold and Wachtel, 1998）。しかし、ダイバージョンプログラムに割
り付けられた少年の半分以上が、参加を拒否し、公的な措置を受けた。後者の実験は、







効果（これらのデータを報告したのは 27 件の研究）を用いて、McCold and Wachtel 
(1998) と Stickle et al (2008) の除外による効果量への影響を判断した。 
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 表 2 に示したのは、27 件すべての研究と（上記の 2 件の研究をメタ分析から除外した
後）残された 25 件の研究との効果を比較した結果である。表 2 に示すように、効果量は
マイナスのままであり、2 つの研究を除外するとその値はおおよそ-.02～-.03 増加する。
さらに、すべての結果はマイナスであり、かつ統計的に有意であった（たとえば初回フォ
ローアップの効果の分析では、d= -.141, CI -.275 to -.008, p= .037）。 
 













































全 27研究 -.11 -.15 -.10 
2研究を除外 -.14 -.18 -.13 
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 図 7 は、これら 2 つのタイプの対照群を比較した調整変数分析を示している。少年の
システムによる措置をダイバージョンと比較した実験が 14 件、働きかけを伴うダイバージ




CI -.169 to .067, p= .396）。システムによる措置を働きかけを伴うダイバージョンと比較
すると、効果量はよりマイナスになる（d= -.16, CI -.386 to .059, p= .149）。 
 
図 7 対照群のタイプによる措置の効果の違い 
 
Michigan State Universityの効果はあるか？ 
 
 Michigan State University（MSU）の研究者および博士課程学生は、一般的に
William Davidson教授の監督下にあるが、彼らはレビューサンプルのなかの 12件の実
験を行った。Davidson は、行動契約（behavioral contracting）や子どもの権利擁護










効果量は、無視できる（-.03, CI -.213 to .147, p= .718）。Williams Davidson と MSU
の彼の同僚たちが報告した 12 件の研究では、システムによる措置が、それよりはずっと
大きなマイナスの効果である-.20を示した（CI -.371 to -.032, p= .02）。 
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め、1973 年から 2008 年までに実施され報告された実験が対象とされた。この探索的な
調整変数分析では、報告されたのが 1990 年 1 月 1 日より前と後とで、少年のシステム
による措置の効果を検討する。「カットポイント」の選択は非常に主観的ではあるが、過去
20 年間（1990 年代～2000 年代）に出版された研究と、その前の 20 年間（1970 年代
～80年代）に出版された研究とで、効果量を比較することができる。1990年以降は 7件
の実験しか報告されなかったことに注意すべきである。メタ分析が可能だった再犯発生
率のデータを報告している 27件の研究のうち 20件は、1990年より前に実施された。 
 
 図 9 に示すように、効果量は出版の時期によって異なっている。1990 年より前に報告
された研究では、効果量は-.17だった（CI -.303 to -.034, p= .01）。しかし、1990年以
降に報告された 6件の研究では、少年のシステムによる措置の効果量の方向はプラスで
ある（d= .04, CI -.304 to .391, p= .808）。しかし、実験デザインの点で最も大きな問題を
含む 2件の研究（Stickle et al, 2008; McCold and Wachtel, 1998）がここには含まれ
ており、両者とも少年のシステムによる措置に大きなプラスの効果を報告していた。これら
2 つの研究を分析から除外し、1990 年以降の研究を 4 件だけ残すと、その効果は措置
に対してわずかにマイナスになる（d= -.05, CI -.532 to .426, p= .829）。 
 














 図 10 に示すように、出版された研究と未出版の研究の両方で、少年のシステムによる
措置の全体的な効果量は、方向がマイナスである。しかし、そのマイナスの効果の大きさ
は、出版されたものの方が未出版のものより大きい。効果量は、出版された研究では-.18 
（CI -.375 to .026, p= .09）であり、未出版の研究では-.06（CI -.24 to .116, p= 494）で
ある。 
 







ができた。カテゴリー間の違いは、次のとおりである。サンプルの 3 分の 1 以下が（現在
の非行に加えて）過去の非行を有する場合は「低」と評価した。サンプルの 3分の 1から








 図 11は、個々のサンプルの過去の非行記録の程度で分けた 4カテゴリーそれぞれの
効果量を示す。過去の非行記録の程度を評価するのに十分なデータがあったのは 22
件の研究であり、このうち 8 件が「高」、2 件が「中」、9 件が「低」、3 件が「なし」と評価さ
れた。図 11 が示すように、少年のシステムによる措置の効果量は、サンプルの過去の非
行の程度が「高」または「中」と評価された場合に、大きなマイナスの値となる。たとえば、
サンプルの過去の非行が「高」と評価された場合、効果量は-.29（CI -.543 to -.028, 
p= .03）である。「中」と評価された 2件の研究では、効果量はちょうど-.30（CI -.486 to -
.117, p=.001）である。9 件の「低」と評価された研究の効果量は、依然として方向はマイ
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ナスであるが、その大きさは減少して-.06である（CI -.311 to .199, p= .667）。最後に、
（過去の非行がない）初回の非行少年のみを対象とした 3 件の研究では、少年のシステ
ムによる措置にかなり大きなプラスの効果がある（.31, CI -.113 to .727, p=.152）。感度
分析において除外した 2 件の研究は、過去の非行の程度が「低」と評価されたサンプル
を含んでいた。それらを除外した場合、過去の非行が「低」と評価された研究の効果量は、
マイナスの方向でより大きくなる（d= -.15, CI -.429 to .137, p= .312）。 
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せてくれた、Comprehensive Meta-Analysisの作成者である Michael Borensteinにも、
感謝する。また、資金調達を支援してくれた Norwegian Knowledge Centre for the 



































アスタリスク (*) はレビューに採用された研究を示す。 
 
 
*Baron, R. and F. Feeney (1976) Juvenile Diversion Through Family Counseling. 
Washington, DC: Government Printing Office. 
 
 
*Bauer, Michelle, Gilda Bordeaux, John Cole, William S. Davidson, Arnoldo Martinez, 
Christina Mitchell and Dolly Singleton (1980). “A diversion program for juvenile 
offenders: The experience of Ingham County, Michigan,” Justice and Family Court 
Journal (August): 53—62. 
 
 
Beal, D. and P. Duckro (1977). “Family counseling as an alternative to legal action 




Beck, V.S., R.J. Ramsey, T.R. Lipps and L. Travis (2006). “Juvenile diversion: An 
outcome study of the Hamilton County, Ohio unofficial juvenile community courts.” 
Juvenile and Family Court Journal 57 (2), 1-10. 
 
 
Berg, Ian, Margaret Consterdine, Roy Hullin, Ralph McGuire and Stephen Tyrer, 
1978, “The effect of two randomly allocated court procedures on truancy,” British 
Journal of Criminology 18 (3): 232-244. 
 
 
Berg, Ian, Alison Goodwin, Roy Hullin, and Ralph McGuire, 1983, “The effect of two 
varieties of the adjournment procedure on truancy,” British Journal of Criminology 
23 (2): 150-158. 
 
 
Berger, R.J., J.E. Crowley, M. Gold and J. Gray (1975). Experiment in a juvenile 
court: A study of a program of volunteers working with juvenile probationers. Ann 
Arbor, MI: University of Michigan, Institute for Social Research. 
 
 
Binder, Arnold and Ted B. Palmer, 1977, A program in police diversion.” Presented 
at the National Conference on Criminal Justice Evaluation, Washington, DC, 
February. 
?：??　?（京???）、2018?2?28?アップロ?ド
42 The Campbell Collaboration | www.campbellcollaboration.org  
*Blakely, Craig H., 1981. The diversion of juvenile delinquents: A first step toward 
the dissemination of a successful innovation. Ph.D. dissertation, Michigan State 
University (Psychology). Ann Arbor, MI: UMI. 
 
 
Boruch, R. (1997) Randomized Experiments for Planning and Evaluation.  A 
Practical Guide. Newbury Park, CA: Sage. 
 
 
Brown, W.K., T.P. Miller, R.L. and R. Jenkins 1987, “The favorable effect of juvenile 
court adjudication of delinquent youth on the first contact with the juvenile justice 
system,” Juvenile and Family Court Journal 38, p. 21-26. 
 
 
Brown, W.K., T.P. Miller, R.L., R. Jenkins, and W.A. Rhodes, 1989, “The effect of 
early juvenile court adjudication on adult outcome,” International Journal of 
Offender Therapy and Comparative Criminology 33, 3, p. 177-183. 
 
 
Burke, C., S. Keaton, and S. Pennell (2003). Addressing the Gender-Specific Needs 
of Girls: An Evaluation of San Diego's WINGS Program -- Final Report. San Diego, 
CA: San Diego Association of Governments (SANDAG). 
 
 
Byles, J.A. and A. Maurice, 1979, “The Juvenile Services project: an experiment in 
delinquency,” Canadian Journal of Criminology 21:155-165. 
 
 
Carney, M. and F. Buttell (2003). “Reducing juvenile recidivism: Evaluating the 
wraparound services model.”  Research on Social Work Practice 13 (5), 551-568. 
 
 
Cure, Sharon, Wan Lian Chua, Lorna Duggan, and Clive Adams, 2005, “Randomised 
controlled trials relevant to aggressive and violent people, 1955-2000: a survey,” 
British Journal of Psychiatry 186: 185-189. 
 
 
*Curran, J.T., R. Bonn, B. Johnson, C. Grenchanik, K. Moss, and M. Colitti (1977). 
Nassau County Probation Department Operation Juvenile Intercept Evaluation. 
Final Report. New York: John Jay College of Criminal Justice. 
 
 
Davidson II, William S., Edward Seidman, Julian Rappaport, Philip L. Berck, Nancy 
A. Rapp, Warren A. Rhodes, and Jacob Herring, 1977, “Diversion program for 
juvenile offenders,” Social Work Research and Abstracts (Summer): 40-49. 
 
 
*Davidson II, William S., Robin Redner, Craig H. Blakely, Christina M. Mitchell, and 
James G. Emshoff, 1987, “Diversion of juvenile offenders: An experimental 
comparison,” Journal of Consulting and Clinical Psychology 55 (1):68-75. 
 
 
*Davidson II, William S., Robin Redner, Richard L. Amdur and Christina M. 
Mitchell, 1990. Alternative Treatments for Troubled Youth. The Case of Diversion 
From the Justice System. New York:Plenum. 
?：??　?（京???）、2018?2?28?アップロ?ド
43 The Campbell Collaboration | www.campbellcollaboration.org  
Dishion, T. J., McCord, J., & Poulin, F. (1999). When interventions harm: Peer 
groups and problem behavior. American Psychologist, 54, 755-764. 
 
 
*Dunford, F.W., D.W. Osgood and H.F. Weichselbaum, 1982, National evaluation of 




Emshoff, James G. and Craig H. Blakely, 1983, “The diversion of delinquent youth: 
family-focused intervention.” Children and Youth Services Review 5:343-356. 
 
 
Farrington, David and Brandon Welsh (2005) “Randomized Experiments in 
Criminology: What Have We Learned in the Last Two Decades?” Journal of 
Experimental Criminology 1:1-29. 
 
 
Feis, Carolyn Little, 1990. “Community service for juvenile offenders: an 




Ferwerda, H.B., I.M.G.G. van Leiden, N.A.M. Arts, and A.R. Hauber (2006). Halt: 
The Alternative? The Effects of the Halt Arrangement Revisited. Boom Juridische 
Unitgevers, The Netherlands. 
 
 
Gensheimer, L.K., J.P. Mayer, and R. Gottschalk, 1986, “Diverting youth from the 
juvenile justice system: A meta-analysis of intervention efficacy,” In S.J. Apter and 




*Hintzen, Rachel, Keith Inouye, and Beryl Iramina, 1979. Research Report. A Three 
Year Follow-Up Study of Project ’75. Manoa, Hawaii: University of Hawaii, School of 
Social Work, Social Welfare Development and Research Center. 
 
 
Huizinga, D., K. Schumann, B. Ehret, and A. Elliott (2003). The effect of juvenile 
justice system processing on subsequent delinquent behavior: A cross-national 
study. Unpublished report submitted to the U.S. Department of Justice, Office of 
Justice Programs, National Institute of Justice. 
 
 
Kelley, T., J. Schulman and K. Lynch (1976). “Decentralized intake and diversion – 
The juvenile court’s link to the Youth Service Bureau.” Juvenile Justice 27 (1), 3-11. 
 
 
*Klein, Malcolm W., 1986, “Labeling theory and delinquency policy: An 
experimental test,” Criminal Justice and Behavior, Vol. 13, No. 1, 47-79. 
?：??　?（京???）、2018?2?28?アップロ?ド
44 The Campbell Collaboration | www.campbellcollaboration.org  




*Koch, R.J. (1985). Community service and outright release as alternatives to 
juvenile court: An experimental evaluation. Ph.D. dissertation, Michigan State 
University, Ann Arbor, MI: UMI. 
 
 
Kuzuno, H. (2005). “Juvenile Diversion and the get-tough movement in Japan,” 
Ritsumeikan Law Review No. 22, 1-21. 
 
 
Lipsey, Mark W. 1992. "Juvenile delinquency treatment: A meta-analytic inquiry 
into the variability of effects." pp. 83-127 in Meta-analysis for explanation, edited by 
T. D. Cook, H. Cooper, D. S. Cordray, H. Hartmann, L. V. Hedges, R. J. Light, T. A. 
Louis, and F. Mosteller. New York, NY: Russell Sage Foundation. 
 
 
Lipsey, Mark W., and Wilson, David B. (2001). Practical Meta-Analysis. Applied 
Social Research Methods Series (Vol. 49). Thousand Oaks, CA: SAGE Publications 
 
 
Litzelfelner, P., 2001, “The use of citizen review boards with juvenile offender cases: 
An evaluation of the effectiveness of a pilot program.” Juvenile and Family Court 
Journal 52 (1), 1-9. 
 
 
*McCold, P. and B. Wachtel (1998). Restorative Policing Experiment: The 
Bethlehem Pennsylvania Police Family Group Conferencing Project. Bethlehem, PA: 
Community Service Foundation. 
 
 
McGarrell, E. and N. Hipple (2007). “Family group conferencing and re-offending 
among first-time juvenile offenders: The Indianapolis experiment.” Justice 
Quarterly 24 (2), 221-246. 
 
 
Mitchell, C.M., R.E. Kantrowitz, and W.S. Davidson II (1980). “Differential attitude 
change in nonprofessional experience: An experimental comparison.” Journal of 
Counseling Psychology 27 (6), 626-629. 
 
 
Office of Juvenile Justice and Delinquency Prevention (2009). Statistical Briefing 
Book, Census of Juveniles in Residential Placement (online). 
http://www.ojjdp.ncjrs.gov/ojstatbb/cjrp/. Last accessed on November 23, 2009. 
Patrick, S. and R. Marsh (2005). “Juvenile diversion: Results of a 3-year 
experimental study.” Criminal Justice Policy Review, 16(1), 59-73. 
 
 
Petersen, Thomas K., 1973, “The Dade County Pretrial Intervention Project: 
Formalization of the diversion function and its impact on the criminal justice 
system,” University of Miami Law Review 28:86-114. 
?：??　?（京???）、2018?2?28?アップロ?ド
45 The Campbell Collaboration | www.campbellcollaboration.org  
Petrosino, Anthony J. (1995a).  Specifying the inclusion criteria in meta-analysis: 
illustrations from a quantitative synthesis of crime reduction experiments. 
Evaluation Review 19 (3): 284-293. 
 
 
Petrosino, Anthony J. (1995b).  The hunt for randomized experiments: search and 
retrieval techniques for a ‘what works?’ meta-analysis.   Journal of Crime and Justice 
18 (2): 63-80. 
 
 
Petrosino, Anthony, 1997, What Works?’ Revisited Again:  A Meta-Analysis of 
Randomized Experiments in Rehabilitation, Deterrence and Prevention.  1997. 
Doctoral dissertation, Rutgers University, School of Criminal Justice, Newark, New 
Jersey. Ann Arbor, MI: University Microfilms. 
 
 
Petrosino, Anthony J. (1998).  Experiments in crime reduction: a preliminary 
analysis of 150 randomized experiments of individually-focused interventions. 
JRSA Forum 16 (1): 1, 7-8 (available at http://www.jrsainfo.org). 
 
 
Petrosino, Anthony, Carolyn Turpin-Petrosino, and John Buehler, 2003a, Scared 
straight and other juvenile awareness programs for preventing juvenile delinquency, 
(Campbell Collaboration Review). In: The Campbell Collaboration Reviews of 




Petrosino, Anthony, Carolyn Turpin-Petrosino and John Buehler, (2003b), The 
effects of Scared Straight and other juvenile awareness programs on delinquency: A 
systematic review of the randomized experimental evidence.  Annals of the 
American Academy of Political and Social Science, Special Issue on Randomized 
Experiments in the Social Sciences (September), 589:41-62. 
 
 
Poythress, N.G., R. Dembo, G. DuDell, and J. Warehem (2006). “Arbitration 
Intervention Worker (AIW) services: Case management overlay in a juvenile 
diversion program.” Journal of Offender Rehabilitation, 43 (4), 7-26. 
 
 
Puzzanchera, Charles, and Melissa Sickmund (2008). Juvenile Court Statistics 
2005. Pittsburgh, PA: National Center for Juvenile Justice. 
 
 
*Quay, H.C. and C.T. Love, C.T. (1977). “The effect of a juvenile diversion program 
on rearrests.” Criminal Justice and Behavior, 4 (4), 377-396. 
 
 
*Quincy, R.L. (1981). An evaluation of the effectiveness of the Youth Service Bureau 
Diversion Concept: A study of labeling theory as related to juvenile justice system 
penetration. Ph.D. Dissertation, Michigan State University, Ann Arbor, MI: UMI. 
?：??　?（京???）、2018?2?28?アップロ?ド
46 The Campbell Collaboration | www.campbellcollaboration.org  
Rose, G. and R.A. Hamilton (1970). “Effects of a juvenile liaison scheme,” British 
Journal of Criminology, 10 (1): 2-20. 
 
 
Schneider, Anne L., 1981, “Effects of status offender deinstitutionalization: A case 
study,” Chapter 7, Pages 122-142 in R. Roesch, and R. Corrado (Eds.), Evaluation 
and Criminal Justice Policy. Beverly Hills, CA: Sage. 
 
 
Schur, E., 1973, Radical Nonintervention: Rethinking the Delinquency Problem. 
Englewood Cliffs, New Jersey: Prentice-Hall. 
 
 
Scott, K.K., J.J. Tepas III, E. Frykberg, P. Taylor and A. Plotkin (2002). “Turning 
Point: Rethinking violence—Evaluation of program efficacy in reducing adolescent 
violent crime recidivism.” The Journal of Trauma Injury, Infection and Critical Care 
53 (1), 21-27. 
 
 
*Severy, L.J. and J.M. Whitaker, 1982, “Juvenile Diversion - An Experimental 
Analysis of Effectiveness,” Evaluation Review 6 (6): 753-774. 
 
 
Shapland, J. (2008). Does restorative justice affect reconviction? The fourth report 
from the evaluation of three schemes. London, UK: Ministry of Justice, National 
Offender Management Service. 
 
 
*Sherman, L.W., H. Strang and D.J. Woods (2000). Recidivism Patterns in the 
Canberra Reintegrative Shaming Experiments (RISE). Canberra, Australia: 
Australian National University. 
 
Sherman, Lawrence W., Denise C. Gottfredson, Doris L.MacKenzie, John Eck, Peter 
Reuter, and Shawn D. Bushway 1997. Preventing Crime: What Works, What Doesn't, 
What's Promising. Report to the U.S. Congress. Washington, D.C.: U.S. Dept. of 
Justice, 655 pp. 
 
 
*Smith, E.P., A.M. Wolf, D.M. Cantillon, O. Thomas, and W.S. Davidson (2004). 
“The Adolescent Diversion Project: 25 years of research on an ecological model of 
intervention.” Journal of Offender Rehabilitation 27 (2/3), 29-48. 
 
 
*Smith, P., M Bohnstedt and T. Tompkins, 1979, “Juvenile Diversion Evaluation - 
Report of an Experimental Study,” Pages 118-140 in D Alan Henry (Ed.) From 




Stewart, M. E. Vockell, and R. Ray (1986). “Decreasing court appearances of juvenile 
status offenders.” Social Casework: The Journal of Contemporary Social Work 67 
(2), 74-79. 
?：??　?（京???）、2018?2?28?アップロ?ド
47 The Campbell Collaboration | www.campbellcollaboration.org  
*Stickle, W.P., N.M. Connell, D.M. Wilson, and D. Gottfredson (2008). “An 




Strang, H. and L.W. Sherman, 2006, “Restorative justice to reduce victimization,” 




Stratton, J.G. (1975). “Effects of crisis intervention counseling on predelinquent and 
misdemeanor juvenile offenders,” Juvenile Justice (Nov.): 7-18. 
 
 
*True, D.A. (1973). Evaluative Research in a Police Juvenile Diversion Program. 
Ph.D. Dissertation, University of Oregon. Ann Arbor, MI: UMI. 
 
 
UN General Assembly, United Nations Standard Minimum Rules for the 
Administration of Juvenile Justice ("The Beijing Rules") : resolution / adopted by 
the General Assembly., 29 November 1985, A/RES/40/33, available at: 




*University Associates (1986). Diversion in Michigan. Final Report. Lansing, MI: 
Michigan State University, University Associates. 
 
 
Weisburd, D., L.W. Sherman, A.J. Petrosino 1990. Registry of Randomized Criminal 
Justice Experiments in Sanctions. Unpublished report, Rutgers University, 
University of Maryland and Crime Control Institute. 
?：??　?（京???）、2018?2?28?アップロ?ド



























Academic Search Premiere 302  0 
 
Bibliography of Nordic 351 0 
Criminology/Criminal Justice in 
Denmark 
 
British Humanities Index 1 0 
 
British Public Library Journal 245 0 
Search 
 
C2-SPECTR 135 2 
 
Child Welfare Information 1350 2 
Gateway Library 
 
Cochrane Library 927 0 
 
Criminal Justice Abstracts 530 47 
 
Criminology Sage Full Text 35 0 
 
Dissertation Abstracts 280 0 
 
EBSCO Mega-File 322 0 
 
Econlit 81 0 
 
Education Resources 18 0 
Information Center (ERIC) 
 
Expanded Academic ASAP Plus 180 1 
 
Family and Society Studies 103 2 
?：??　?（京???）、2018?2?28?アップロ?ド











Google 0 0 
 
Google Scholar 996 3 
 
HUD USER 63 0 
 
Index to Current Urban 345 0 
Documents 
 
Index to Foreign Legal 140 2 
Periodicals and Social Work 
Abstracts 
 
International Bibliography of the 1 0 
Social Sciences 
 
ISI Citation Index 115 0 
 
JSTOR 448 0 
 
Masterfile Premiere 286 0 
 
Medline 125 0 
 
Journals at Ovid 56 0 
 
NCJRS 508 36 
 
NCJRS Full Text 318 5 
 
PAIS Archive 7 0 
 
PAIS International 281 0 
 
Periodical Index Online 254 0 
 
Policy File 228 0 
 
Psychological and Behavioral 120 0 
Sciences Collection 
 
Psychological Abstracts 269 6 
(PsycInfo) 
 
Recent References Related to the 0 0 
Social Sciences 
 
Sage Management and 13 0 
Organizational Studies Full-Text 
?：??　?（京???）、2018?2?28?アップロ?ド












Sage Sociology and Political 71 0 
Science Full-Text 
 
Sage Urban Studies Full-Text 82  9 
 
Social Science Research Network  51 0 
 
Social Service Abstracts 49 4 
 
Sociological Abstracts (Sociofile) 85 0 
 
UNESCO/UNESBIB 171 0 
 
World Bank Documents 129 0 
 
























8.2.1   ACADEMIC SEARCH PREMIERE 
 
Search 1: (experiment* OR controlled OR controls OR "treatment group" OR 
placebo OR "control group" OR randomize* OR randomly OR "quasi-random") AND 
(juvenile* OR delinquen*) AND (diver* OR "juvenile court" OR adjud* OR 
processing OR petition* OR intake OR release*) AND Year=1936-1975 
 
 
YIELD: 5 RETRIEVED, 0 HITS 
 
 
Search 2: (experiment* OR controlled OR controls OR "treatment group" OR 
placebo OR "control group" OR randomize* OR randomly OR "quasi-random") AND 
(juvenile* OR delinquen*) AND (diver* OR "juvenile court" OR adjud* OR 
processing OR petition* OR intake OR release*) AND Year=1976-1985 
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YIELD: 17 RETRIEVED, 0 HITS 
 
 
Search 3: (experiment* OR controlled OR controls OR "treatment group" OR 
placebo OR "control group" OR randomize* OR randomly OR "quasi-random") AND 
(juvenile* OR delinquen*) AND (diver* OR "juvenile court" OR adjud* OR 
processing OR petition* OR intake OR release*) AND Year=1986-1995 
 
 
YIELD: 27 RETRIEVED, 0 HITS 
 
 
Search 4: (experiment* OR controlled OR controls OR "treatment group" OR 
placebo OR "control group" OR randomize* OR randomly OR "quasi-random") AND 
(juvenile* OR delinquen*) AND (diver* OR "juvenile court" OR adjud* OR 
processing OR petition* OR intake OR release*) AND Year=1996-2000 
 
 
YIELD: 57 RETRIEVED, 0 HITS 
 
 
Search 5: (experiment* OR controlled OR controls OR "treatment group" OR 
placebo OR "control group" OR randomize* OR randomly OR "quasi-random") AND 
(juvenile* OR delinquen*) AND (diver* OR "juvenile court" OR adjud* OR 
processing OR petition* OR intake OR release*) AND Year=2000-2001 
 
 
YIELD: 35 RETRIEVED, 0 HITS 
 
 
Search 6: (experiment* OR controlled OR controls OR "treatment group" OR 
placebo OR "control group" OR randomize* OR randomly OR "quasi-random") AND 
(juvenile* OR delinquen*) AND (diver* OR "juvenile court" OR adjud* OR 
processing OR petition* OR intake OR release*) AND Year=2002-2003 
 
 
YIELD: 132 RETRIEVED, 0 HITS 
 
 
Search 7: (experiment* OR controlled OR controls OR "treatment group" OR 
placebo OR "control group" OR randomize* OR randomly OR "quasi-random") AND 
(juvenile* OR delinquen*) AND (diver* OR "juvenile court" OR adjud* OR 
processing OR petition* OR intake OR release*) AND Year=2004-2005 
 
 
YIELD: 16 RETRIEVED, 0 HITS 
 
 
Search 8: (experiment* OR controlled OR controls OR "treatment group" OR 
placebo OR "control group" OR randomize* OR randomly OR "quasi-random") AND 
(juvenile* OR delinquen*) AND (diver* OR "juvenile court" OR adjud* OR 
processing OR petition* OR intake OR release*) AND Year=2006-2008 
 
 
YIELD: 13 RETRIEVED, 0 HITS 
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8.2.2  BIBLIOGRAPHY OF NORDIC CRIMINOLOGY/CRIMINAL 
JUSTICE IN DENMARK 
 
Search 1: (experiment OR controlled OR controls OR "treatment group" OR placebo 
OR "control group" OR randomize OR randomly OR "quasi-random"): 
YIELD: 86 RETRIEVED, 0 HITS 
Search 2: (juvenile or delinquen) AND (court or adjudicat or petition or waive or 
diver or processing or sentence or disposition or intake or release) 
 
 




8.2.3  BRITISH HUMANITIES INDEX 
 
Search 1: (experiment* OR controlled OR controls OR "treatment group" OR 
placebo OR "control group" OR randomize* OR randomly OR "quasi-random") AND 
(juvenile* OR delinquen*) AND (diver* OR "juvenile court" OR adjud* OR 
processing OR petition* OR intake OR release*) 
 
 




8.2.4  BRITISH PUBLIC LIBRARY JOURNAL SEARCH 
 
Search 1: (experiment* OR controlled OR controls OR "treatment group" OR 
placebo OR "control group" OR randomize* OR randomly OR "quasi-random") AND 
(juvenile* OR delinquen*) AND (diver* OR "juvenile court" OR adjud* OR 
processing OR petition* OR intake OR release*) 
 
 




8.2.5  CAMPBELL COLLABORATION SOCIAL, PSYCHOLOGICAL, 
CRIMINOLOGICAL AND  EDUCATIONAL TRIALS REGISTER (C2- 
SPECTR) 
 
Search 1: Juvenil* or delinq* 
 
 
YIELD: 108 RETRIEVED, 2 HITS 
 
 
Search 2: (diver* OR "juvenile court" OR adjud* OR processing OR petition* OR 
intake OR release*) 
 
 
YIELD: 27 RETRIEVED, 0 HITS 
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8.2.6  CHILD WELFARE INFORMATION GATEWAY LIBRARY 
 




Search 1: evaluat* and delinquent* 
YIELD: 20 RETRIEVED, 1 HIT 
Search 2: evaluat* and juvenile 
 
 
YIELD: 118 RETRIEVED, 0 HITS 
Search 3: Delinquen* and effect* 
YIELD: 30 RETRIEVED, 0 HITS 
Search 4: TITLE=Delinquen* 
YIELD: 180 RETRIEVED, 0 HITS 
Search 5: TITLE=Diversion 
YIELD: 154 RETRIEVED; 1 HIT 
Search 6: KEYWORD=diversion 
YIELD=97 RETRIEVED; 0 HITS 
Search 7: TITLE=Experiment* 
YIELD: 76 RETRIEVED, 0 POSSIBLE 
 
 
Search 8: TITLE=Impact and KEYWORD=delinquent* 
YIELD: 20 RETRIEVED; 0 HITS 
Search 9: TITLE=“Juvenile court” 
YIELD: 122 RETRIEVED, 0 HITS 
Search 10: TITLE=processing 
 
 
YIELD: 37 RETRIEVED, 0 HITS 
?：??　?（京???）、2018?2?28?アップロ?ド
54 The Campbell Collaboration | www.campbellcollaboration.org 
 
Search 11: KEYWORD=randomiz* 
YIELD: 191 RETRIEVED, 0 HITS 
Search 12: KEYWORD=”randomly assigned” 
YIELD: 178 RETRIEVED; 0 HITS 
Search 13: TITLE=”juvenile offender” 
YIELD: 22 RETRIEVED, 0 HITS 
Search 14: KEYWORD=placebo 
 
 
YIELD: 12 RETRIEVED, 0 HITS Search 15: 
KEYWORD=”Treatment Group” YIELD: 91 
RETRIEVED; 0 HITS 
 
8.2.7   COCHRANE LIBRARY 
 
注：コクランライブラリは、the Cochrane Controlled Trials Register (CCTR)、the Health 




Search 1: Juvenile* or Delinquen* in all text 
 
 
YIELD: 886 RETRIEVED in CCTR, O HITS 
18 RETRIEVED in HTA, 0 HITS 
2 RETRIEVED in MS, 0 HITS 




8.2.8 CRIMINAL JUSTICE ABSTRACTS 
 
Search 1: (experiment* OR controlled OR controls OR "treatment group" OR 
placebo OR "control group" OR randomize* OR randomly OR "quasi-random") AND 
(juvenile* OR delinquen*) AND (diver* OR "juvenile court" OR adjud* OR 
processing OR petition* OR intake OR release*) 
 
 
YIELD: 530 RETRIEVED, 46 HITS 
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8.2.9  CRIMINOLOGY SAGE FULL TEXT 
 
Search 1: ABSTRACT=(experiment* OR controlled OR controls OR "treatment 
group" OR placebo OR "control group" OR randomize* OR randomly OR "quasi- 
random") AND (juvenile* OR delinquen*) AND (diver* OR "juvenile court" OR 
adjud* OR processing OR petition* OR intake OR release*) 
 
 




8.2.10 DISSERTATION ABSTRACTS 
 
Search 1: Subject=Criminology AND (experiment* OR controlled OR controls OR 
"treatment group" OR placebo OR "control group" OR randomize* OR randomly OR 
"quasi-random" OR evaluat*) AND (juvenile* OR delinquen*) AND (diver* OR 
"juvenile court" OR adjud* OR processing OR petition* OR intake OR release*) 
 
 




8.2.11  EBSCO MEGA-FILE 
 
Search 1: (experiment* OR controlled OR controls OR "treatment group" OR 
placebo OR "control group" OR randomize* OR randomly OR "quasi-random") AND 
(juvenile* OR delinquen*) AND (diver* OR "juvenile court" OR adjud* OR 
processing OR petition* OR intake OR release*) NOT SUBJECT=animal NOT fish 
NOT stress NOT pest NOT lake NOT diet NOT invert* NOT genet* NOT DNA NOT 
Ecolog* NOT Biolog* NOT aqua NOT Oxy* NOT Nutrit* NOT food NOT Neuro* 
NOT pharma* NOT plant NOT Botan* NOT body NOT blood 
 
 






Search 1: (experiment* OR controlled OR controls OR "treatment group" OR 
placebo OR "control group" OR randomize* OR randomly OR "quasi-random") AND 
(juvenile* OR delinquen*) AND (diver* OR "juvenile court" OR adjud* OR 
processing OR petition* OR intake OR release*) 
 
 




8.2.13 ERIC (EDUCATION RESOURCES INFORMATION CENTER) 
 
Search 1: (experiment* OR controlled OR controls OR "treatment group" OR 
placebo OR "control group" OR randomize* OR randomly OR "quasi-random") AND 
(juvenile* OR delinquen*) AND (diver* OR "juvenile court" OR adjud* OR 
processing OR petition* OR intake OR release*) 
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8.2.14 EXPANDED ACADEMIC ASAP PLUS 
 
Search 1: SUBJECT=”Juvenile and offenders,” “delinquency,” “corrections” or 
“justice” AND 
ABSTRACT=(experiment* OR controlled or "control group" or randomly or 
randomize* or "treatment group") 
 
 
YIELD: 112 RETRIEVED, 0 HITS 
 
 
Search 2: SUBJECT=”Juvenile and offenders,” “delinquency,” “corrections” or 
“justice” AND 
ABSTRACT=(quasi-random OR placebo OR evaluat*) 
YIELD: 69 RETRIEVED, 1 HIT 
 
8.2.15 FAMILY AND  SOCIETY STUDIES 
 
Search 1: (experiment* OR controlled OR controls OR "treatment group" OR 
placebo OR "control group" OR randomize* OR randomly OR "quasi-random") AND 
(juvenile* and delinquent*) AND (diver* OR "juvenile court" OR adjud* OR 
processing OR petition* OR intake OR release*) 
 
 









8.2.17 GOOGLE  SCHOLAR 
 
Search 1: (experiment* OR controlled OR "control group" OR randomize* OR 
randomly OR quasi-random OR evaluat* OR "treatment group") AND (Juvenile* OR 
delinquen*) AND (divert* OR diversion OR court* OR sanction* OR adjud* OR 
dispos* OR sentenc* OR process* OR petitio* OR waiver*) AND restricted by “social 
science and humanities field AND restricted by years 1960-2008 
 
 
YIELD: 2,210 RETRIEVED, 3 HITS (注： Google Scholarでは最初の 996件の
みしか閲覧ができなかった。) 
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8.2.18 HUD USER (HOUSING AND  URBAN DEVELOPMENT) 
 
Search 1:  “Delinquency and juvenile” 
YIELD: 5 RETRIEVED, 0 HITS 
Search 2: “Juvenile court” 
 
 
YIELD: 10 RETRIEVED, 0 HITS 
Search 3: “Diversion” 
YIELD: 30 RETRIEVED, 0 HITS 
Search 4: “Juvenile justice” 




8.2.19  INDEX TO CURRENT URBAN DOCUMENTS 
 
Search 1: “Juvenile Court” 
 
 
YIELD: 22 RETRIEVED, O HITS 
Search 2: “Juvenile Delinquency” 
YIELD: 35 RETRIEVED, 0 HITS 
Search 3: “Administration of Justice” 
YIELD: 20 RETRIEVED, 0 HITS 
Search 4: “Crime Prevention” 
YIELD: 50 RETRIEVED, 0 HITS 
Search 5: “Crime Research 
YIELD: 28 RETRIEVED, 0 HITS 
Search 6: “Program Evaluation” 
YIELD: 190 RETRIEVED, 0 HITS 
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Search 1: (experiment* OR controlled OR controls OR "treatment group" OR 
placebo OR "control group" OR randomize* OR randomly OR "quasi-random") AND 
(juvenile* or delinq*) 
 
 




8.2.21   IBSS: INTERNATIONAL BIBLIOGRAPHY OF THE SOCIAL 
SCIENCES 
 
Search 1: (experiment* OR controlled OR controls OR "treatment group" OR 
placebo OR "control group" OR randomize* OR randomly OR "quasi-random") AND 
(juvenile* OR delinquen*) AND (diver* OR "juvenile court" OR adjud* OR 
processing OR petition* OR intake OR release*) 
 
 










Search 1: selected “criminology/penology” citations AND TITLE= (experiment* or 
outcome* or effect* or impact* or evaluat* or study or assess* or controlled or 
randomly or randomized or RCT or trial or invest* or treatment or intervention) 
 
 






Search 1: FIELD= sociology, psychology, political science, law, African-American 
studies, economics, education, health policy, health sciences, population policy, 
public policy and administration AND (experiment* OR controlled OR controls OR 
"treatment group" OR placebo OR "control group" OR randomize* OR randomly OR 
"quasi-random") AND (juvenile* OR delinquen*) 
 
 
YIELD: 32 RETRIEVED, 0 HITS 
 
 
Search 2: TITLE= = (experiment* or outcome* or effect* or impact* or evaluat* or 
study or assess* or controlled or randomly or randomized or RCT or trial or invest* 
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or treatment or intervention) AND (juvenile* OR delinquen*) AND (diver* OR 
"juvenile court" OR adjud* OR processing OR petition* OR intake OR release*) 
 
 




8.2.24 MASTERFILE PREMIERE 
 
Search 1: TITLE=(experiment* OR controlled OR controls OR "treatment group" OR 
placebo OR "control group" OR randomize* OR randomly OR "quasi-random") AND 
SUBJECT=juvenile or delinquent* 
 
 
YIELD: 56 RETRIEVED, 0 HITS 
 
 
Search 2: (experiment* OR controlled OR controls OR "treatment group" OR 
placebo OR "control group" OR randomize* OR randomly OR "quasi-random") AND 
(juvenile* OR delinquen*) AND (diver* OR "juvenile court" OR adjud* OR 




YIELD: 7 RETRIEVED, 0 HITS 
 
 
Search 3: (experiment* OR controlled OR controls OR "treatment group" OR 
placebo OR "control group" OR randomize* OR randomly OR "quasi-random") AND 
(juvenile* OR delinquen*) AND (diver* OR "juvenile court" OR adjud* OR 




YIELD: 8 RETRIEVED, 0 HITS 
 
 
Search 4: (experiment* OR controlled OR controls OR "treatment group" OR 
placebo OR "control group" OR randomize* OR randomly OR "quasi-random") AND 
(juvenile* OR delinquen*) AND (diver* OR "juvenile court" OR adjud* OR 




YIELD: 4 RETRIEVED, 0 HITS 
 
 
Search 5: (experiment* OR controlled OR controls OR "treatment group" OR 
placebo OR "control group" OR randomize* OR randomly OR "quasi-random") AND 
(juvenile* OR delinquen*) AND (diver* OR "juvenile court" OR adjud* OR 




YIELD: 26 RETRIEVED, 0 HITS 
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Search 6: TITLE=(experiment* OR controlled OR controls OR "treatment group" 
OR placebo OR "control group" OR randomize* OR randomly OR "quasi-random") 
AND (juvenile* OR delinquen*) AND (diver* OR "juvenile court" OR adjud* OR 










Search 1: (experiment* OR controlled OR controls OR "treatment group" OR 
placebo OR "control group" OR randomize* OR randomly OR "quasi-random") AND 
(juvenile* OR delinquen*) AND (diver* OR "juvenile court" OR adjud* OR 
processing OR petition* OR intake OR release*) 
 
 




8.2.26 JOURNALS AT OVID 
 
Search 1: (experiment* OR controlled OR controls OR "treatment group" OR 
placebo OR "control group" OR randomize* OR randomly OR "quasi-random") AND 
ABSTRACT=(Juvenile or delinq*) AND ABSTRACT=(diver* OR "juvenile court" OR 








8.2.27  NATIONAL CRIMINAL JUSTICE REFERENCE SERVICE 
 





Search 1: SUBJECT=STUDIES OR EVALUATION AND YEAR=1900-1959 
 
 
YIELD: 4 RETRIEVED, 0 HITS 
 
 
Search 2: SUBJECT=juvenile or delinquent* AND (experiment* or controlled or 
"control group" or randomize* or randomly or quasi-random or evaluat*) AND 
(diver* OR "juvenile court" OR adjud* OR processing OR petition* OR intake OR 
release*) AND YEAR=1960-1969 
 
 
YIELD: 43 RETRIEVED, 0 HITS 
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Search 3: SUBJECT=STUDIES OR EVALUATION AND (experiment* OR controlled 
OR controls OR "treatment group" OR placebo OR "control group" OR randomize* 
OR randomly OR "quasi-random") AND (juvenile* OR delinquen*) AND (diver* OR 




YIELD: 68 RETRIEVED, 9 HITS 
 
 
Search 4: SUBJECT=STUDIES OR EVALUATION AND (experiment* OR controlled 
OR controls OR "treatment group" OR placebo OR "control group" OR randomize* 
OR randomly OR "quasi-random") AND (juvenile* OR delinquen*) AND (diver* OR 




YIELD: 161 RETRIEVED, 12 HITS 
 
 
Search 5: SUBJECT=STUDIES OR EVALUATION AND (experiment* OR controlled 
OR controls OR "treatment group" OR placebo OR "control group" OR randomize* 
OR randomly OR "quasi-random") AND (juvenile* OR delinquen*) AND (diver* OR 




YIELD: 49 RETRIEVED, 4 HITS 
 
 
Search 6: SUBJECT=STUDIES OR EVALUATION AND (experiment* OR controlled 
OR controls OR "treatment group" OR placebo OR "control group" OR randomize* 
OR randomly OR "quasi-random") AND (juvenile* OR delinquen*) AND (diver* OR 




YIELD:  31 RETRIEVED, 4 HITS 
 
 
Search 7: SUBJECT=STUDIES OR EVALUATION AND (experiment* OR controlled 
OR controls OR "treatment group" OR placebo OR "control group" OR randomize* 
OR randomly OR "quasi-random") AND (juvenile* OR delinquen*) AND (diver* OR 




YIELD: 49 RETRIEVED, 4 HITS 
 
 
Search 8: SUBJECT=STUDIES OR EVALUATION AND (experiment* OR controlled 
OR controls OR "treatment group" OR placebo OR "control group" OR randomize* 
OR randomly OR "quasi-random") AND (juvenile* OR delinquen*) AND (diver* OR 
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YIELD: 61 RETRIEVED, 1 HIT 
 
 
Search 9: SUBJECT=STUDIES OR EVALUATION AND (experiment* OR controlled 
OR controls OR "treatment group" OR placebo OR "control group" OR randomize* 
OR randomly OR "quasi-random") AND (juvenile* OR delinquen*) AND (diver* OR 












Search 1: Experiment* and (juvenile or delinq*) 
YIELD: 92 RETRIEVED, 3 HITS 
Search 2: “Control group” and (juvenile or delinq*) 
YIELD: 39 RETRIEVED, 1 HIT 
Search 3: (randomly or randomi*) AND (juveni* or delinquen*) 
YIELD: 64 RETRIEVED, 1 HIT 
Search 4: placebo and (juvenile or delinq*) 
YIELD: 1 RETRIEVED, 0 HITS 
Search 5: “treatment group” and (juvenile or delinq*) 
YIELD: 16 RETRIEVED, 0 HITS 
Search 6: quasi and random and (juvenile or delinq*) 
YIELD: 0 RETRIEVED, 0 HITS 
Search 7: controlled and (juvenile or delinq*) 
YIELD: 106 RETRIEVED, 0 HITS 
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8.2.29 PAIS ARCHIVE (PUBLIC AFFAIRS INFORMATION SERVICE) 
 
Search 1: (experiment* OR controlled OR controls OR "treatment group" OR 
placebo OR "control group" OR randomize* OR randomly OR "quasi-random") AND 
(juvenile* OR delinquen*) AND (diver* OR "juvenile court" OR adjud* OR 
processing OR petition* OR intake OR release*) 
 
 




8.2.30 PAIS INTERNATIONAL (PUBLIC AFFAIRS INFORMATION 
SERVICE) 
 
Search 1: (experiment* OR controlled OR controls OR "treatment group" OR 
placebo OR "control group" OR randomize* OR randomly OR "quasi-random") AND 
(juvenile* OR delinquen*) AND (diver* OR "juvenile court" OR adjud* OR 
processing OR petition* OR intake OR release*) 
 
 




8.2.31 PERIODICAL INDEX ONLINE 
 
Search 1: FIELD=”Black Studies,”” Economics,” “Education,” “Law,” “Political 
Science,” “Psychology,” “Public Administration,” “Social Affairs,” Social Sciences,”” 
Sociology” AND (experiment* OR controlled OR controls OR "treatment group" OR 
placebo OR "control group" OR randomize* OR randomly OR "quasi-random") AND 
(juvenile* OR delinquen*) 
 
 






Search 1: ORGANIZATION TYPE=”Societal,” “US Domestic,” and “Foreign and 
International” AND SUBJECTS="Children, Youth and Families" OR "Conflict 
Resolution" OR "Crime-Criminal Justice System" OR "Crisis Management" OR 
"Drugs" OR "Government Systems" OR "Law Enforcement" OR "Urban Politics" OR 
"Welfare" AND (juvenile or delinquent) 
 
 




8.2.33PSYCHOLOGY AND  BEHAVIORAL SCIENCES COLLECTION 
 
Search 1: SUBJECT=juvenile* or delinquen* AND ABSTRACT=(experiment* OR 
controlled OR controls OR "treatment group" OR placebo OR "control group" OR 
?：??　?（京???）、2018?2?28?アップロ?ド
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randomize* OR randomly OR "quasi-random") AND ABSTRACT=(diver* OR 
"juvenile court" OR adjud* OR processing OR petition* OR intake OR release*) 
 
 




8.2.34PSYCINFO (PSYCHOLOGICAL ABSTRACTS) 
 
Search 1: (experiment* OR controlled OR controls OR "treatment group" OR 
placebo OR "control group" OR randomize* OR randomly OR "quasi-random") AND 
(juvenile* OR delinquen*) AND (diver* OR "juvenile court" OR adjud* OR 
processing OR petition* OR intake OR release*) 
 
 




8.2.35 RECENT REFERENCES RELATED TO THE SOCIAL SCIENCES 
 
Search 1: (experiment* OR controlled OR controls OR "treatment group" OR 
placebo OR "control group" OR randomize* OR randomly OR "quasi-random") AND 
(juvenile* OR delinquen*) AND (diver* OR "juvenile court" OR adjud* OR 







8.2.36 SAGE JOURNALS FULL TEXT MANAGEMENT AND 
ORGANIZATIONAL STUDIES FULL-TEXT 
 
Search 1: Juvenile* OR delinquent 
 
 










Search 1: ABSTRACT=(experiment* OR controlled OR controls OR "treatment 
group" OR placebo OR "control group" OR randomize* OR randomly OR "quasi- 
random") AND FULL-TEXT=(juvenile* OR delinquen*) AND FULL-TEXT=(diver* 
OR "juvenile court" OR adjud* OR processing OR petition* OR intake OR release*) 
 
 
YIELD=71 RETRIEVED, 0 HITS 
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8.2.38 SAGE URBAN STUDIES FULL-TEXT 
 
Search 1: (experiment* OR controlled OR controls OR "treatment group" OR 
placebo OR "control group" OR randomize* OR randomly OR "quasi-random") AND 
(juvenile* OR delinquen*) AND (diver* OR "juvenile court" OR adjud* OR 








8.2.39 SOCIAL SCIENCE RESEARCH NETWORK 
 
Search 1: (experiment* OR controlled OR controls OR "treatment group" OR 
placebo OR "control group" OR randomize* OR randomly OR "quasi-random") 
YIELD: 51 RETRIEVED, 0 HITS 
 
8.2.40 SOCIAL SERVICE ABSTRACTS 
 
Search 1: (experiment* OR controlled OR controls OR "treatment group" OR 
placebo OR "control group" OR randomize* OR randomly OR "quasi-random") AND 
(juvenile* OR delinquen*) AND (diver* OR "juvenile court" OR adjud* OR 
processing OR petition* OR intake OR release*) 
 
 






Search 1: ABSTRACT=(experiment* OR controlled OR controls OR "treatment 
group" OR placebo OR "control group" OR randomize* OR randomly OR "quasi- 
random") AND (juvenile* OR delinquen*) AND (diver* OR "juvenile court" OR 
adjud* OR processing OR petition* OR intake OR release*) 
 
 




8.2.42UNESCO/UNESBIB (UNITED NATIONS ECONOMIC, SOCIAL 
AND  CULTURAL ORGANIZATION) 
 
 
Search 1: “Juvenile or delinquency” in keyword 
 
 
YIELD: 171 RETRIEVED, 0 HITS 
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8.2.43 WORLD BANK 
 
Search 1: field=”urban development,” “social development,” “poverty reduction,” 
“law and development,” “health-nutrition and population,” “education,” “conflict 
and development,” “communities and settlement”) AND document type=”Impact 
Evaluation” or “Program or Thematic Evaluation” 
 
 
YIELD: 103 RETRIEVED, 0 HITS 
Search 2: “Juvenile” and “Court” 




8.2.44WORLDWIDE POLITICAL ABSTRACTS 
 
Search 1: (experiment* OR controlled OR controls OR "treatment group" OR 
placebo OR "control group" OR randomize* OR randomly OR "quasi-random") AND 
(juvenile* OR delinquen*) AND (diver* OR "juvenile court" OR adjud* OR processing 
OR petition* OR intake OR release*) 
 
 











Beal and Duckro 
(1977) 
ダイバージョンプログラムの準実験評価研究である。 
Beck et al (2006) 米国のダイバージョンプログラムの評価研究である。ラんダム化
実験ではない。 
Berg et al (1978) 退学者（truants）が別々の選択肢にランダムに割り付けられた。 
英国のシステムでは、これは裁きの後（post-adjudicatory）また
は宣告後（post-sentencing）の処分とみなされる。 
Berg et al (1983) 治安判事（magistrate）により、退学者が別々の延期
（adjournment）手続きにランダムに割り付けられた。 Berg et 
al. 1978 と同様に、裁きの後または宣告後の段階で行われる。 
Berger et al (1975) 少年が、ボランティアまたは裁判所スタッフが指導する保護観察
（probation）にランダムに割り付けられた。 
















Byles and Maurice 
(1979) 
















却（dismissal of charges）」であった。 
Ferwerda et al (2006) このオランダの実験では、ダイバージョンプログラムと解放が比
較された。システムによる措置ありの条件は含まれていなかっ
た。 
Kelley et al (1976) ダイバージョンプログラムの準実験的な研究だった。 
Knott (1974) 対照群およびそれがシステムによる措置ありの条件であるかどう
かが、適切に記述されていない。 
Litzelfelner (2001) 裁きの後の非行少年が含まれていた。 





Mitchell et al (1980) このランダム化実験では、ダイバージョンプログラムがボランテ
ィアの態度に及ぼす影響を調べた。 



















































C2 Review: Juvenile Justice System Processing 




ロ Sarah Guckenburg 
ロ Carolyn Turpin-Petrosino 
ロ Anthony Petrosino 

















































































































































































その群の参加者の数は?      
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白人の参加者の割合    
 
 
男性の参加者の割合    
 
 









































フォローアップの長さ（単位は月）   
 
 
アウトカムのタイプ（犯罪か非犯罪か）   
 
 
データの出所    
 
 
少年裁判所(N）対統制群(N)の結果   
 
 
効果の方向    
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使用された統計的検定／検定量   
 
 












































































































































Patrick & 治安判事 83 教育群 68 15 55 91 なし ほとんど薬物 
Marsh (2005)  裁判所  
 
Severy & 措置 解放 475 15 88 33 低 ほとんど
Whitaker        財産犯罪 
(1982) 
 
Klein (1986) 措置 81 助言(counsel) 82  -- -- -- 高 さまざま
と解放 
 
Smith, et al. 裁判所への申し 26 助言と 29 15 93 65 高 さまざま 
(1979)      立て(Petition) 解放 
 
Baron & 措置 105 ファミリー 111 -- -- -- 中 さまざま 
Feeney (1976) カウンセリング 
602 
 
Baron & 措置 612 ファミリー 977 -- -- -- 不明  ほとんど 
Feeney (1976) カウンセリング ステイタス 
601                                                                                                                    オフェンス 
 
Dunford, et 措置 111 解放 100 -- -- -- 高 さまざま 
al. (1982) KC 
 
Dunford, et 措置 158 解放 194 -- -- -- 高 さまざま 
al. (1982) NY 
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Dunford, et 措置 222 解放 220 -- -- -- なし さまざま 
al. (1982) FL 
 
Koch (1985) 措置 78 解放 86 15 57 74 低 さまざま 
 





Davidson II, 措置 60 プラシボ 300  14 83 74 高 さまざま
et al. (1987) 
 
Davidson II, 措置 27 3つの 102 14 84 70 高 さまざま 
et al. (1990)   ﾀﾞｲﾊﾞｰｼﾞｮﾝ 
ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 
 
Quay & Love 措置 132 ﾀﾞｲﾊﾞｰｼﾞｮﾝ 436 16 73 71 中 ほとんど 
(1977) ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ  ステイタス 
(大学の                                                                                                                       オフェンス 
スタッフ) 
 
Bauer et al. インテーク 33 ﾀﾞｲﾊﾞｰｼﾞｮﾝ 99 14 83 74 高 さまざま 
(1980) ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 
 





























Quincy (1981) 措置 31 ﾀﾞｲﾊﾞｰｼﾞｮﾝ 59 -- -- -- 不明  -- 
ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 
 
Hintzen, et al. ヒアリング 65 解放 62  15 90 19 なし ほとんど 
(1979) 財産犯罪 
 
Smith, et al. 措置 124 助言と 134 14 84 9 不明  ほとんど 
(2004)  解放 財産犯罪 
 
Stickle, et al. 措置 85 ティーンコート 83 15 71 64 低 さまざま 
(2008) 
 
University 措置 15 解放 13 15 76 100 低 ほとんど




University 措置 71 解放 76 14 86 87 低 ほとんど
Associates         財産犯罪
(1986) BAY 
 
University 措置 149 解放 174 14 59 75 低 ほとんど





























University 措置 124 解放 135 14 34 10 低 ほとんど




Curran, et al. インテーク 288 ﾀﾞｲﾊﾞｰｼﾞｮﾝ 306 15 58 72 低 ほとんど 
(1977) ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ  ｽﾃｲﾀｽｵﾌｪﾝｽ 
 
Sherman, et 裁判所 62  修復的司法 73 16 56 -- 不明  ほとんど
al. (2000)          財産犯罪 
JPP 
 
Sherman, et 裁判所 114 修復的司法 124 16 84 -- 中 ほとんど
al. (2000)          財産犯罪 
JPS 
 
McCold & 裁き 103 修復的司法 189 15 69 35 低 さまざま 
Wachtel          (Adjudication)  
(1998) 
 
True (1973) 保護観察への 6 2つの 8 14 100 -- 高 ほとんど
引き渡し(Cite to  ﾀﾞｲﾊﾞｰｼﾞｮﾝ      財産犯罪 
probation)                                ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 
?：??　?（京???）、2018?2?28?アップロ?ド


















Marsh & Patrick 再犯: なし なし なし 
(2005)7  12m 8% E (7/83) v 13%C (9/68) 
36m 43%E (34/79) v 50%C (34/68) 
 
Severy & Whitaker 裁判所への送致: 裁判所への送致の平均:9  軽い犯罪から重大な犯罪への 送致までの 
(1982)8 6m 21%E (377) v 24%C (475) 6m .29E (377) v .54C (475,no SD) エスカレーション: 平均日数 
12m 33%E (377) v 32%C (475) 12m .35E (377) v .61C (475, no SD) 6m: E.05% (377) v C3.7% 6m E161 (377) v 
(475) C158 (475, No SD) 
12m: E1.3% (377) v 12m E294 (377) v 
C5.1%(475) C289 (475, No SD) 
 
 
Klein (1986) 再逮捕: 2回以上の逮捕の割合 自己申告の重大性 なし 
6m 48%E (39/81) v 28%C (23/82) 6m E29% (5/81) v 6%C (24/82) 9m: E5.23 (sd.43, N=81) v 
15m 63%E (51/81) v 37%C (30/82) 15m E41% (13/81) v 16%C (34/82) C5.13 (SD= .57, N=82) 
27m 73%E (59/81) v 49%C (40/82) 
自己申告非行 
自己申告非行: 9m: E29.96 (SD17.82, N=81) v. 
6m 35%E (81) v 35%C (82)  C24.53 (SD 16.00, N=82) 







8 この研究は、Duford et al.(1982)の National Evaluation of Diversionプロジェクトにも含まれていた。しかし、このクロスサイト研究において結果はやや異なっている。. 
9 これらのデータについて、3要因の F検定の結果が報告されている（at 6m, F=.7 and at 12m, F=.48 (2, 128 df））。再犯までの期間に関する ITT分析の F検定はなされていない。 
?：??　?（京???）、2018?2?28?アップロ?ド














Smith et al (1979) 再逮捕: なし なし なし 
6m E35% (N=26) v C35%(N=29) 
12m E62% (N=26) v 45%C (N=29) 
 
 
Baron & Feeney 再身柄登録(Rebookings): 犯罪の再身柄登録のみ: なし 
(1976) 7m E38% (105) v C22%(111) 7m:E36% (105) v C17% (111) 
602study10 
薬物/重罪(felony)の再身柄登録: 
7m: E25%(105) v C12%(111) 
 
Baron & Feeney ｽﾃｲﾀｽｵﾌｪﾝｽか犯罪での再身柄登録: 複数回の再犯(2回以上): 602 (犯罪者のみ) なし 
(1976) 12m E46% (526) v C35% (674) 12m E 32% (526) v C25% (674) 再身柄登録: 




Dunford et al (1982)12 すべての逮捕: 2回以上の逮捕の割合 (すべて):13 重罪での逮捕の割合 なし 
Kansas City 6m E41% (44/107) v C45% (43/95) 6m E17% (18/107) v C18% (17/95) 6m E22% (23/107) v C22% 
12m E52% (56/107) v C57% (54/95) 12m E27 (29/107) v C28% (27/95) (21/95) 
12m E22% (28/107) v C24% 
軽罪(Misd)/重罪(Felony)の逮捕のみ:  (23/95) 
6m E37% (40/107) v C36% (34/95) 



























Dunford et al (1982) すべての逮捕: 複数回の逮捕(すべて): 重罪での逮捕: なし 
New York 6m E26% (40/152) v C17% (32/193) 6m E14% (22/152) v C10% (20/193) 6m E15% (23/152) v C10% 
12m E34% (52/152) v C23% (45/193) 12m E24% (37/152) v C17% (19/193) 
(33/193) 12m E21% (32/152) v 
軽罪/重罪の逮捕のみ: C16%(30/193) 
 
6m: E26% (40/152) v C17% (32/193) 
12m: E34% (52/152) v C23% (45/193) 
 
 
Dunford et al (1982) 逮捕: なし 重罪での逮捕: なし 
Orange county 6m E11% (24/216) v C13% (28/216) 6m E4% (8/216) v C5% 
12m E18% (38/216) v C18% (38/216) (11/216) 
12m E8% (17/216) v 
軽罪/重罪の逮捕のみ: C7%(16/216) 
6m E11% (23/216) v C12% (27/216) 
12m E17% (36/316) v C17% (37/216) 
 
Koch (1985) 犯罪(Offenses): 犯罪率の平均:14 なし なし 















14 3群の自己申告非行の F検定の結果は、.62（2, 232）である。Kochはまた、ITT分析と TOT分析の結果も報告し、違いがないことがわかった。 
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Blakely (1981)15 警察への接触／出廷: 警察への接触の平均: 警察への接触の なし 
6m E18% (2/11) v C20% (3/15) 6m E.68 (11, no SD) v C.23 (15, no 重大性の平均: 
SD) 6m E.49 (11, no SD) v C.36 
(15, no SD) 
裁判所への申し立ての平均: 
6m E1.04 (11, no SD) v C.23 (15, no 警察でのもっとも 
SD) 重大な処分: 
6m E.40 (11, no SD) v C.18 




6m E.02 (11, no SD) v C.01 




6m E1.87 (11, no SD) v. C.18 
(15, no SD) 
 
Davidson et al 裁判所への申し立て(Petitions): なし なし なし 
(1987)16 24m E62% (60) v C52% (29) 
 
Davidson et al 裁判所への申し立て: なし なし なし 








15 Blakelyはリスク時間について調整した分析も行ったが、3群の F検定であった。自己申告非行についても報告されたが、3群の F検定が用いられた。 
16 Davidson et alは、自己申告非行について 6×4の F検定を実施したが、主効果も交互作用効果も有意ではなかったと報告している。 
17 Davidson et al (1990)は、自己申告非行について 1987年の研究と同様の分析を行ったが、有意な知見は得られなかったと報告している。 
?：??　?（京???）、2018?2?28?アップロ?ド














Quay & Love (1977)18 逮捕: 逮捕の平均: 対人犯罪(Against the Person) なし 
Variable E45% (173/436) v C40% Variable E1.00 (436, no SD) v C.86 での逮捕 
(59/132) (132, no SD) Variable E11% (436) v C8%  




E30% (436) v C40% (132) 
 
プログラム実施後のみ: 




Bauer et al. (1980) 再犯: なし なし なし 
24m E16% (33) v C7% (99) 
 
Emshoff & Blakely なし 警察への接触の平均: なし なし 














18 Quay & Love (1977)はまた、TOT分析により処遇を終えた者に有意な影響がみられたと報告している。彼らはリファーのタイプと平均の犯罪数を要因とする F検定も行った。 
19 Emshoff & Blakely (1983)は、2つの処遇条件を結合して、矯正施設入所について 2群の F検定を行った。 
?：??　?（京???）、2018?2?28?アップロ?ド













Quincy (1981)20 犯罪: 自己申告非行: なし なし 
3m Chi=4.75 (E=59, C=31, Cが少ない) 6m: F=test for composite (E=59, 
6m Chi=1.76 (E=59, C=31, Cが少ない) C=31; F=1.40) 
 
裁判所への申し立て: 
3m Chi= .94 (E=59, C=31, Cが少ない) 
6m Chi= .41 (E=59, C=31, Cが少ない) 
 
Hintzen et al (1979) 再犯 （送致）: 重罪での逮捕: 
6m E6% (2/36) v C27% (9/34)  108m E6% (12/65) v C6% 
12m E25% (8/32) v C31% (11/35) (12/62) 
24m E42% (27/65) v C29% (18/61) 
36m E54% (35/65) v C46% (28/62)21 
 
成人の逮捕のみ: 
108m E15% v (28/65) C14% (26/62) 
 
軽罪(Misdemeanors)のみ: 
108m E14% (26/65) v C13% (25/62) 
 
侵入盗での逮捕（少年の逮捕のみ): 
36m E14% (9/65) v C13% (8/62) 
 
侵入盗での逮捕（成人): 
108m E3% (6/65) v C4% (7/62) 
 
Smith et al. (2004)22  再犯: なし なし なし 




20 Quincy (1981)は、3～6カ月で両群を比較した結果を報告した。 
21 報告では 1つだけ誤りと思われる数字があった（再犯は 46%なのに、ひとつの表で Cが 42%と示されていた）。 
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Stickle et al. (2008)  再犯: 逮捕の平均 なし なし 




18m E 1.16 (33, SD.25) v C1.31 (42, 
SD .32) 
 
University Associates 裁判所への申し立て: 自己申告非行: なし なし 
(1986) OTSEGO, 12m E20% (15) v C15% (13) 
CRAWFORD, 4m E17.85 (13, no SD) v C8.92 (12, 
CHEBOYGAN No SD) 
12m E36.38 (13, no SD) v C21.17 
(12, No SD) 
 
University Associates 裁判所への申し立て: 自己申告非行: なし なし 
(1986) BAY COUNTY 12m E30% (71) v C29% (76) 
4m E24.47 (60, no SD) v C21.97 
(65, no SD) 
12m E31.23 (60, no SD) v C19.92 














22 Smith et al (2004)は、F検定の結果、条件と時間の交互作用が非有意であったとも報告している。 
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University Associates 裁判所への申し立て: 自己申告非行: なし なし 
(1986) KALAMAZOO 12m E25% (149) v C26% (174) 
4m: E15.90 (131, no SD) v C14.25 
(146, no SD) 
12m E20.52 (131, no SD) v C16.82 
(146, no SD) 
 
University Associates 裁判所への申し立て: 自己申告非行:23 なし なし 
(1986) 12m E34% (124) v C32% (135) 
DETROIT 4m E15.87 (115, no SD) v C19.42 
(128, no SD) 
12m E19.50 (115, no SD) v C16.27 
(128, no SD) 
 
Curran et al. (1977)24 裁判所への申し立て／新規の犯罪: なし なし なし 
12m E63% (288) v C35% (306) 
 
Sherman et al. (2000)  犯罪(Offending): 犯罪率: 自己申告の暴力犯罪: なし 
Juvenile Property 12m: E78% (115) v C92% (124) 12m: E.068 v C.067 (t= .573, d= 12m E14 (115) v C20 (124), 
Offenders  .07) (t= .662, d= .16) 
 
再度の有罪判決の平均 
12m: E.69 (114, SD 2.1) v C1.02 
(124, SD2.68), d= .14 
 
自己申告の財産犯罪: 





23 University Associates (1986)は、自己申告非行に関する 3要因の F検定の結果、非有意だったと報告している。 
24 Curran et al (1977)は他にも多くの分析を報告しているが、実験群と統制群にブレークダウンはされていなかった。 
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Sherman et al. (2000)  月次統計での犯罪の変化: 月次統計での犯罪率: 自己申告の暴力犯罪: なし 
Juvenile Shoplifters 12m E81% (62) v C120% (73) 12m E.065 (62) v C.046 (73), 12m: E3 (62) v C16 (73) 
t=1.095, d= .19 t=1.528, d= .51 
 
再度の有罪判決の平均: 
12m E.82 (62, SD 1.52) v C.57 (73, 
SD 1.71), d= .15 
 
自己申告の財産犯罪: 
12m: E26 (62) v C67 (73), t=1.361, 
d= .30 
 
McCold & Wachtel 再犯: なし なし なし 
(1998)25 6m: E12% (107) v C21%(188) 
12m: E25% (79) v C35% (143) 
 
 
True (1973) 再犯: なし なし なし 
2m: E33% (6) v C63% (8) 















25 McCold and Wachtel (1998)では別々に報告されていたが、われわれは暴力犯罪と財産犯罪を結合して分析した。 
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